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新たな歴史館の創造をめざして －長野県立歴史館中長期目標（2020～2029年）- 

 

新たな中長期目標策定の考え方や方針、改訂のポイントなどを整理しました。新旧の中長期目標と

見比べながらご審査ください。 

 

１ 策定に当たっての基本的考え方 

①令和元年度歴史館協議会（令和元年 7月 24日） で次のことを承認していただきました。 

「新たな歴史館の創造をめざして－長野県立歴史館中長期目標（2009～2018）」において設

定された使命・目標は概ね妥当なものであり、基本的方向性は今後も継続していくべきものと考

える。 

新たな目標の設定については、現在の目標をブラッシュアップしたうえで、そこに  

① 「県立歴史館（博物館機能）の今後のあり方について」（平成 27年 3月 30日） 

目指すべき主な方向性 : 信州学の知の拠点、県内全域での活動 

②「県立歴史館の中期ビジョン」(平成 29年度～平成 31年度） 

目指すべき主な方向性 : 地域貢献型歴史館の創造 

で示された新たなビジョンを加え策定することが妥当であると考える。 

それとともに、開館 25 年が経過し、次の時代においても県民に必要とされ、愛される歴史館と

なるために、館の方向性に関わる課題（〇常設展示の大規模リニューアル、〇企画展示及び企

画展示室の充実、〇子どもを対象とした新施設の建設、〇収蔵庫の増設、等）を新たに目標に

加えていくことが必要である。 

設定した目標については、毎年の具体的目標の設定、自己評価、協議会における評価、ホー

ムページでの公開、という PDCA サイクルにつなげていく。また、中長期目標の達成年度は 10

年後の 2029年に設定するが、5年後の 2024年に中間総括を行い、PDCAサイクルにつなげて

いくことが必要であると考える。 

② 新中長期目標策定の進め方 

上記の考え方を基本として、旧目標の項目を整理し振り分け直すとともにそれぞれの目標を明

確化し、年度ごとにその目標に対応した主な事業及び目標値を設定しました。 

 

２ 新中長期目標の主なポイント  

Ⅰ 長野県立歴史館の使命と基本目標 

１ 「使命」では、長野県立歴史館が果たすべき役割や機能を明示しています。 

「地域に貢献する博物館」という観点を新たに加えました。 

２ 「基本目標」では、１の「使命」を実現するための活動を５つの目標として整理しています。 

ここには県立歴史館の基本的な機能である資料の収集・整理・保存・調査研究・展示・教育

普及・閲覧情報提供の理念を盛り込んでいます。 

「(４)県内全域での活動を推進し、地域に貢献する活動を進めます。」を新たに

基本目標のひとつに加えました。 
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Ⅱ 基本目標の実現に向けて 

１ 長野県民の歴史遺産を未来に継承するための取り組みを進めます。 

ここでは歴史館の業務のうち、館を支える土台部分にあたる収集・整理・保存・調査研究につ

いて目標を定めています。 

収集・整理・保存・調査研究の対象となる史資料が考古資料、歴史的価値を有

する文書、その他歴史資料であることを明示しました。また、公文書管理条例が

制定されることに伴う記述を加えました。 

 

２ 未来を映す歴史知識の泉、歴史学習の拠点としての役割を果たします。 

ここでは歴史館の業務のうち、館のフロント部分となる展示・教育普及・閲覧情報提供につい

て目標を定めています。 

第１番目に、今後重点的に取り組むべき業務内容として、常設展示のリニューア

ルと、企画展示及び企画展示室の充実を目標に掲げました。 

  

３ 楽しむ場・憩いの場・交流の場としての役割を果たします。 

ここでは歴史館施設やコミュニティーを「楽しみ・憩い」の方向に発展させていくことについて

目標を定めています。 

第１番目に、かねてから検討を進めている「こども歴史館」（仮称）の設置を目指

し、子どもが遊びを通して学び、親子の語らいや世代間のコミュニケーションの

促進に貢献する場として提供することを目標に掲げました。 

 

４ 県内全域での活動を推進し、地域に貢献する活動を進めます。 

この項は、歴史館は地元だけではなく、県内全域に活動を展開して地域貢献を進めるべき

であるということを基本目標に加えたことに伴い、新たに項建てしました。 

第１番目に、歴史館から離れた地域への貢献の具体例として、出前講座、出前

授業などの取り組みを掲げました。 

 

５ 県内博物館・文書館等の中核、歴史情報の拠点としての役割を充実させます。 

ここでは歴史館が県立の施設として中核的機能と歴史情報の拠点の役割を果たしていくた

めに、県内外の各機関との連携や情報共有を進めることについて目標を定めています。 

第１番目に、県内外の博物館など諸機関との連携を強め、ともに資料の調査研

究や情報共有等の活動を充実させることを、第２番目にデータベース化やデジ

タル・アーカイブの推進と情報提供を進めることを目標に掲げました。 
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